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町
政
を
問
う

一般質問今回４名が質問し、
　　その要約を掲載しました。

藤　咲　芙美子　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６

　・老人世帯の安全確認の拡大を書籍

　・廃校の活用方法を検討しては

　・女性の働く環境の整備・確保を

　

薗　部　　　一　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７

　・区長要望について

　・城里町保健福祉センターについて

　

阿久津　則　男　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８

　・商工業の活性化について

　・住宅地並びに住宅の整備について

　・行政組織機構改革について(人事を含む)

　

杉　山　　　清　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９

　・地方創生加速化交付金事業について

　・ふるさと納税について

　・国体と五輪への町の対応

　・常磐道水戸北SICについて

　・こども支援事業について

　・防災対策について
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藤

咲　

い
ま
高
齢
者

の
安
全
を
に
な
う
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸
出

し
数
は
２
０
９
件
で
、

独
居
の
高
齢
者
に
と
っ
て

は
必
要
不
可
欠
な
も
の
。

待
機
者
に
い
き
渡
る
こ

と
、
希
望
者
を
も
っ
と

調
査
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
は

利
用
者
に
喜
ば
れ
て
い

る
。
対
象
と
回
数
を
広

げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

高
齢
者
の
見
守
り
、

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
の
構
築
が
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

町

長　

緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
の
設
置
状
況
は
近

隣
市
町
に
比
べ
て
も
多

い
。
導
入
待
ち
の
方
は
、

返
却
さ
れ
た
機
器
を
引

き
継
い
で
い
た
だ
く
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
現
在

の
利
用
者
は
１
４
４
名
。

２
０
０
円
と
低
廉
な
の

で
こ
の
料
金
で
や
っ
て

い
く
。

　

高
齢
者
の
見
守
り
、

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
や
ヤ
ク
ル

ト
配
達
の
ほ
か
、
き
め

細
や
か
な
体
制
を
つ
く

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

老人世帯の安全確認の
拡大を
《町長》	予算の有効な使い方を一つ一つ考え

配分していく。

緊急通報システム

廃
校
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
は

《
町
長
》

古
内
小
・
七
会
西
小
に
つ
い
て
活
用
方
策

を
検
討
し
て
お
り
提
案
を
期
待
し
て
い
る
。

藤

咲　

町
内
に
は
小

中
学
校
の
廃
校
が
６
つ
あ

り
、
そ
の
後
の
方
針
も
さ

ま
ざ
ま
だ
。
学
校
と
い
う

の
は
世
代
を
超
え
た
地
域

に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
的
な

存
在
だ
。
町
民
に
施
設
を

開
放
し
、
文
化
的
、
精
神

的
な
拠
点
と
し
て
活
用
を

考
え
て
ほ
し
い
。

町

長　

元
北
方

小
は
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
、
圷
小
は
特

別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
七
会
中
は
七
会

支
所
、
公
民
館
、
ホ

ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て
の
利

用
計
画
が
あ
る
。
小
松

小
体
育
館
の
よ
う
に
、

す
で
に
４
８
０
０
人
が

利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
町
民
の
提
案

を
期
待
し
て
い
る
。

藤

咲　

女
性
が
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
は

急
務
だ
。
女
性
は
子
を

産
み
育
て
る
。
心
置
き

な
く
産
休
、
育
休
を
と

る
体
制
が
保
障
さ
れ
て

い
る
か
。

　

町
民
か
ら
町
役
場
職

員
の
町
民
へ
の
対
応
に

つ
い
て
批
判
的
な
意
見

が
出
て
い
る
。
公
務
員

と
し
て
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
眼
目
に
し
た

必
要
な
教
育
研
修
、
お

よ
び
適
正
な
定
員
施
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

町

長　

復
職
後
、
同

じ
部
署
に
戻
る
こ
と
は
大

切
だ
が
、
残
業
が
発
生
す

る
こ
と
が
適
当
な
の
か
ど

う
か
。
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受

け
止
め
た
い
。

女
性
の
働
く
環
境
の
整
備
・
確
保
を

《
町
長
》

接
遇
研
修
を
行
い
、
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

廃校と荒れたグラウンド
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城
里
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

《
町
長
》

七
会
診
療
所
の
建
設
工
事
終
了
後
、
修
繕
に
取
り
掛
か
り
た
い
。

薗

部　

城
里
町
七
会

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

老
朽
化
が
ひ
ど
い
。
修

理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町

長　

完
成
後
16
年

を
経
過
、
福
祉
の
た
め

の
総
合
施
設
と
し
て
総

合
健
診
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
対
応
し
お
年
寄
り

の
健
康
増
進
や
生
き
が

い
作
り
と
幅
広
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
る
。
指
摘
の
通
り

屋
根
や
外
壁
の
痛
み
も

ひ
ど
い
。
修
理
は
必
要

だ
。
た
だ
し
今
年
は
同

一
敷
地
内
で
城
里
町
七

会
国
保
診
療
所
の
建
設

が
あ
り
工
事
車
両
が
入

り
工
事
が
混
雑
す
る
。

今
年
は
見
送
り
、
七
会

診
療
所
の
工
事
が
終
了

後
、
修
繕
し
た
い
。

薗

部　

町
の
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
が

町
民
の
安
全
、
安
心
の

為
に
も
修
理
す
べ
き
。

町

長　

災
害
時
の
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
城
里
町
七
会
国
保

診
療
所
の
建
設
工
事
が

終
わ
っ
た
後
修
繕
し
た

い
。

薗

部　

出
入
口
も
使

用
が
多
く
な
る
。
考
え

て
ほ
し
い
。

町

長　

入
口
の
改
善

は
現
場
を
見
て
検
討
し

た
い
。

薗

部　

年
内
に
提
出

さ
れ
る
要
望
件
数
は
。

町

長　

平
成
26
年
度

５
９
０
件
、
27
年
度
は

８
３
６
件
、
処
理
件
数

は
26
年
度
は
５
０
２
件
、

27
年
度
は
６
５
８
件
。

薗

部　

要
望
書
を
受

理
し
て
か
ら
実
行
ま
で

の
過
程
は
。

町

長　

担
当
課
で
受

け
付
け
、
要
望
内
容
に

つ
い
て
現
地
調
査
・
事

業
費
の
精
査
・
稟
議
書

の
作
成
後
、
区
長
へ
回

答
。
そ
の
他
、

緊
急
性
、
危
険

性
の
あ
る
要
望

事
業
は
至
急
に

対
応
す
る
。

薗

部　

年
度

内
に
解
決
で
き

な
か
っ
た
案
件

と
デ
ー
タ
の
管

理
シ
ス
テ
ム
化

は
。

町

長　

基
本
的
に
は

順
番
待
ち
と
な
る
。
再

要
望
し
て
協
議
も
で
き

る
。
過
去
の
要
望
も
整

理
し
情
報
管
理
を
支
持

し
た
い
。

薗

部　

区
長
以
外
か

ら
の
直
接
要
望
の
受
付

の
変
更
は
。

町

長　

現
在
は
目
安

箱
や
町
政
懇
談
会
、
電

子
メ
ー
ル
か
ら
の
要
望

も
有
る
。
区
長
か
ら
の

要
望
を
尊
重
し
た
い
。

薗
そ の べ

部　　一
はじめ

　議員

区長要望について

《町長》	区長からの直接要望を尊重し、目安
箱や電子メール等にも対応していく。

老朽化する保健福祉センター

町政懇談会
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阿
久
津　

六
年
目
と
な

る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
で
多
く
の
町

民
が
利
用
で
き
る
よ
う

何
か
策
を
講
ず
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町

長　

購
入
希
望
者

が
並
ば
ず
に
済
む
よ
う

ハ
ガ
キ
に
よ
る
事
前
申

し
込
み
を
予
定
し
て
い

る
。

阿
久
津　

商
工
会
で
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
換

金
手
数
料
は
大
型
店
２

％
、
小
型
店
１
％
だ
が

町
で
負
担
で
き
な
い
か
。

町

長　

町
で
補
填
す

る
予
算
は
取
っ
て
い
な
い

阿
久
津　

ふ
る
さ
と
応

援
基
金
事
業
の
現
況
は
。

町

長　

寄
附
者
が

１
、
６
６
６
人
で
総
額

２
、３
６
８
万
4
千
円
。

お
米
20
㌔
、
ゴ
ル
フ
利

用
券
、
黒
ニ
ン
ニ
ク
等

が
人
気
で
あ
る
。

阿
久
津　

お
米
20
㌔
が

１
、３
６
１
件
で
全
体
の

81
・
7
％
と
一
極
集
中

し
て
い
る
。
更
に
、
米

１
㎏
400
円
×
20
㌔
で
８
、

０
０
０
円
し
か
も
送
料

１
、６
０
０
円
を
プ
ラ
ス

す
る
と
１
０
、０
０
０
円

の
寄
附
で
９
、６
０
０
円

返
し
て
い
る
が
、
米
20
㌔

の
数
量
を
限
定
し
他
の
返

礼
品
に
も
目
玉
商
品
を
作

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町

長　

返
礼
品
の
再

編
成
の
中
で
議
論
し
て

い
き
た
い
。

阿
久
津　

宅
配
料
１
、

６
０
０
円
も
高
い
と
思

う
が
、
交
渉
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町

長　

業
者
か
ら
見

積
も
り
を
取
り
、
安
く

な
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

阿
久
津　

住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
で
町
の
補
助
金

10
万
で
あ
る
が
商
工
業

活
性
化
の
為
に
も
30
万

円
に
拡
大
で
き
な
い
か

町

長　

茨
城
町
で
は

最
大
１
０
０
万
円
、
各

自
治
体
で
定
住
促
進
の

為
様
々
な
制
度
が
あ
る

の
で
町
と
し
て
も
研
究

し
た
い
。

阿
あ く つ

久津　則
の り お

男　議員

《町長》	町民の負担軽減を図り一つ一つ取り
組んでいく。

商工業の活性化について

阿
久
津　

桂
・
七
会
地

区
の
町
営
住
宅
に
子
育

て
世
代
が
町
外
か
ら
入

居
し
た
場
合
30
万
の
補

助
金
を
出
す
訳
だ
が
現

況
は
。

町

長　

問
い
合
わ
せ

が
1
件
あ
っ
た
が
入
居

に
い
た
っ
て
い
な
い
。

今
後
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
更
に
ラ
ジ

オ
放
送
で
周
知
す
る
。

阿
久
津　

塙
団
地
の
一

区
画
（
未
売
却
地
）
の
進

捗
状
況
は
。

町

長　

１
㎡
８
、
８

０
０
円
、
総
額
５
７
９

万
3
千
円
に
な
っ
て
い

た
が
不
動
産
鑑
定
評
価

し
た
結
果
4
割
弱
の
減

額
評
価
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
近
隣
の
方
々
に

説
明
し
、
積
極
的
に
販

売
し
て
い
く
。

阿
久
津　

空
き
家
バ
ン

ク
で
町
外
の
方
々
が
空

き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し

て
住
み
た
い
場
合
補
助

金
を
出
す
考
え
は
。

町

長　

他
の
市
町
村

で
は
50
万
〜
１
０
０
万

位
補
助
し
て
い
る
の
で

遜
色
な
い
制
度
を
作
り

た
い
。

阿
久
津　

空
き
家
バ
ン

ク
で
の
対
応
は
町
が
行

う
の
か
そ
れ
と
も
業
者

な
の
か
。

町

長　

町
が
直
接
取

引
す
る
訳
で
は
な
く
不

動
産
会
社
を
通
し
取
引

が
円
滑
に
な
る
よ
う
な

制
度
に
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
組
織
機
構
改
革
（
人
事

を
含
む
）
に
つ
い
て

住
宅
地
並
び
に
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

《
町
長
》

他
市
町
村
を
参
考
に
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

料
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ふるさと返礼品（一部）

古内茶
酔鶴

かつどら

フラワーチェア 黒にんにく
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杉

山　

１
億
総
活
躍

社
会
実
現
の
地
方
支
援

が
加
速
化
交
付
金
事
業

で
す
。
当
町
の
参
加
は

３
事
業
で
、
常
陸
大
宮

市
と
の
広
域
連
帯
で
御

前
山
、
那
珂
川
の
観
光

強
化
策
に
体
験
ロ
ー
ド

造
り
や
鮭
の
遡
上
見

学
、
心
の
ベ
ン
チ
造
り

を
企
画
に
入
れ
て
は
ど

う
か
。

町

長　

広
域
自
治
体

と
の
協
力
と
交
流
自
治

体
と
の
連
携
も
含
め
、

集
客
を
考
え
魅
力
的
な

ご
提
案
で
す
の
で
実
施

に
向
け
検
討
し
ま
す
。

地方創生加速化交付金事
業について
《町長》	実施に向け検討する。

杉
すぎ や ま

山　　清
きよし

　議員

杉

山　

平
成
31
年
茨

城
国
体
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
当
町
は
人
気
種
目

ボ
ク
シ
ン
グ
会
場
に
な

っ
て
い
る
。
更
に
、
次

年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
で
す
。
特
別
交
付
税

措
置
も
含
め
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
、
民
宿
受
け
入
れ

対
策
等
を
お
伺
い
す
る
。

町

長　

国
体
で
は
、

ボ
ク
シ
ン
グ
と
ユ
ニ
カ

ー
ル
を
誘
致
し
、
町
の

知
名
度
ア
ッ
プ
と
観
光

客
の
増
加
も
見
込
み
民

宿
に
つ
い
て
も
今
後
検

討
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

キ
ャ
ン
プ
地
に
つ
い
て

は
特
別
交
付
税
措
置
も

あ
り
検
討
し
て
参
る
。

こ
ど
も
支
援
事
業
に
つ
い
て

《
町
長
》

来
年
度
4
月
に
開
設
目
標
と
し
、努
力
し
て
い
く
。

杉

山　

平
成
31
年

フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
化
が
決
定
し
て

い
る
。
水
戸
北
Ｓ
Ｉ

Ｃ
の
名
称
に
城
里
の

明
記
と
案
内
板
の
設

置
要
望
を
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
東
日
本
に
出
来
な

い
か
。

町

長　

関
係
者
機

関
と
協
議
し
て
水
戸

北
城
里
と
い
う
名
称

で
案
内
板
が
設
置
で

き
る
よ
う
協
議
し
て

参
る
。

杉

山　

子
供
は
国
の

宝
で
あ
る
。
町
は
時
代

に
対
応
し
た
子
育
て
と

親
が
安
心
し
て
働
け
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
制
度
の
開
設
を
早
急

に
出
来
な
い
か
。

町

長　

子
育
て
支
援

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
、
来
年
度
４

月
に
開
設
出
来
る
よ
う

に
今
後
努
力
し
て
参
る

水戸北インター出口標識

杉

山　

再
三
、
再
四

の
質
問
で
あ
る
。
桂
川
、

江
川
の
水
害

対
策
と
根
古

屋
橋
架
け
替

え
工
事
の
早

急
な
る
対
応

を
宜
し
く
お

願
い
で
き
な

い
か
。

町

長
　

対
策
と
し
て

桂
川
と
江
川

の
樋
門
に
排

水
ポ
ン
プ
設

置
要
望
を
昨

日
国
土
交
通

大
臣
に
、
根

古
屋
橋
改
修

は
茨
城
県
に

改
修
要
望
を
引
き
続
き

強
く
お
願
い
し
て
参
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

県
や
国
土
交
通
大
臣
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

国
体
と
五
輪
へ
の
町
の
対
応

《
町
長
》

城
里
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
・
観
光
客
の
増
加

に
繋
が
る
工
夫
を
今
後
検
討
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

《
町
長
》

観
光
に
繋
が
る
利
用

券
も
検
討
し
て
い
る
。

杉

山　

町
の
返
礼
品

は
39
品
目
で
す
。
他
の

商
品
の
増
を
図
る
に
は
、

人
気
商
品
と
組
み
合
わ

せ
を
図
り
、
他
の
産
品

の
底
上
げ
と
新
し
い
返

礼
品
の
追
加
が
必
要
で

は
！

町

長　

お
米
と
の
組

み
合
わ
せ
や
利
用
券
等

を
積
極
的
に
検
討
し
て

参
る
。

常
磐
道
水
戸
北
Ｓ
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て

《
町
長
》

関
係
機
関
と
協
議
し
設
置
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

越水する桂川


